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特集

小児疾患の
栄養管理

─子どもの「食べる力」と未来を支える栄養ケア─

　子どもの成長は、身体的な発達だけでなく、心の成長や生活習慣の形成にも大きく
関わる大切な時期です。その一方で、疾患を抱える子どもたちにとって「食べること」
は、単なる栄養補給ではなく、治療を支え、成長を守り、未来につながる重要な営みと
なります。小児領域の栄養管理では、年齢や発達段階、疾患の特性を踏まえながら、
必要な栄養を確保し、健やかな成長を支援する視点が欠かせません。成人と同じ考え
方では対応できない場面も多く、子ども本人だけでなく、家庭環境や保護者の不安に
も寄り添った継続的な栄養サポートが求められています。
　本特集では、まず総論として「成長・発達を支える栄養アプローチ」を取り上げ、小
児期の栄養評価や発達段階に応じた栄養管理の基本を整理します。小児１型糖尿
病では、成長期における血糖管理と食事の両立、患者自身が食と向き合うための支
援について解説します。また、思春期に多くみられるやせ症では身体的な回復を目指
すだけでなく、心理的背景を理解した栄養介入の重要性を考えます。さらに、小児がん
における治療課程では栄養状態の維持・改善に向けた取り組み、そして食物アレル
ギーにおいては、必要な食事制限を行いながら成長に必要な栄養を確保するための
実践的な管理について紹介します。
　子どもたちが「食べること」を楽しみながら成長し、その先の人生を豊かに歩んでいく
ために、管理栄養士には疾患管理だけでなく子どもの可能性を支える視点が求められ
ます。本特集が、小児の栄養ケアに向き合う皆さまの日々の実践にお役にたてれば幸
いです。
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を
行
い
、早
期
介
入
に
つ
な
げ
て
い
る
。

発
達
段
階
ご
と
に
異
な
る

栄
養
管
理

乳
児
期
の
生
後
１
年
は
人
生
で
最
も

成
長
速
度
が
速
く
、
母
乳
・
人
工
乳
が

栄
養
の
主
体
と
な
る
。
小
児
医
療
で
使

用
さ
れ
る
ミ
ル
ク
は
、
一
般
的
な
育
児

用
ミ
ル
ク
だ
け
で
は
な
い
。
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
に
対
す
る
加
水
分
解
乳
や
ア
ミ

ノ
酸
乳
、
代
謝
異
常
症
用
ミ
ル
ク
、
消

化
吸
収
障
害
、
腎
疾
患
に
対
応
し
た
特

殊
ミ
ル
ク
な
ど
、
多
様
な
製
品
が
存
在

す
る
。
病
態
に
応
じ
た
ミ
ル
ク
の
選
択

は
、
小
児
栄
養
管
理
の
特
徴
の
一
つ
で

あ
る
。
ま
た
、
必
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を

確
保
す
る
た
め
に
ミ
ル
ク
の
濃
度
を
高

め
る
際
は
、
浸
透
圧
へ
の
配
慮
が
欠
か

せ
な
い
。
過
度
に
高
い
浸
透
圧
は
、
下

痢
や
腹
部
膨
満
な
ど
の
消
化
器
症
状
を

引
き
起
こ
す
だ
け
で
な
く
、
乳
児
の
未

熟
な
腎
機
能
に
対
し
て
過
剰
な
溶
質
負

荷
を
与
え
る
リ
ス
ク
が
あ
る
た
め
、
段

階
的
な
濃
度
調
整
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が

は
じ
め
に

小
児
の
栄
養
管
理
は
単
な
る
栄
養
補

給
で
は
な
い
。
発
達
段
階
に
応
じ
た
栄

養
支
援
を
通
じ
て
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
・
発
達
を
支
え
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
小
児
栄
養
管
理

の
基
本
と
な
る
考
え
方
と
実
践
の
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

小
児
栄
養
管
理
で

最
も
重
要
な「
成
長
評
価
」

小
児
で
は「
成
長
」と
い
う
将
来
に
向

け
た
視
点
が
欠
か
せ
な
い
。
小
児
期
は

出
生
か
ら
思
春
期
ま
で
の
長
い
期
間
を

含
み
、
そ
の
間
に
身
体
発
育
、
神
経
発

達
、
精
神
発
達
が
進
む
。
こ
の
期
間
の

体
重
減
少
や
体
重
増
加
不
良
は
、
発
達

に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
さ
ら

に
疾
患
を
有
す
る
児
で
は
、
栄
養
障
害

を
き
た
し
や
す
い
状
態
と
な
る
。

小
児
栄
養
管
理
の
特
徴
は「
現
在
の

栄
養
状
態
」だ
け
で
な
く「
成
長
し
て
い

る
か
」を
評
価
す
る
点
に
あ
る
。
そ
の

た
め
身
長
、
体
重
だ
け
で
は
不
十
分
で

あ
り
、
成
長
曲
線
を
用
い
た
経
時
的
評

価
が
必
要
と
な
る
。
例
え
ば
体
重
が
基

準
範
囲
内
で
あ
っ
て
も
、
以
前
よ
り
増

加
速
度
が
低
下
し
て
い
る
、
あ
る
い
は

成
長
曲
線
の
Ｓ
Ｄ
ス
コ
ア
が
下
降
し
て

い
る
場
合
に
は
、
栄
養
障
害
が
進
行
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
反
対
に
、
体

重
増
加
は
良
好
で
あ
っ
て
も
身
長
の
伸

び
が
停
滞
し
て
い
る
場
合
に
は
、
慢
性

的
な
栄
養
不
足
や
基
礎
疾
患
の
存
在
を

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
の
体
格

だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う

に
成
長
し
て
き
た
か
を
評
価
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
近
年
は
入
院
時
か
ら
栄
養
リ

ス
ク
を
把
握
す
る
た
め
、
小
児
に
お
い

て
も
栄
養
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・
栄
養
評

価
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
成
人

で
は
Ｇ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
基
準
に
代
表
さ
れ
る
低

栄
養
診
断
基
準
が
普
及
し
て
い
る
が
、

小
児
で
は
成
長
・
発
達
を
考
慮
し
た
統

一
的
な
栄
養
診
断
基
準
は
確
立
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
の
た
め
、
小
児
の
栄
養
評

価
で
は
成
長
曲
線
を
中
心
に
Ｗ
ａ
ｔ
ｅ

ｒ
ｌ
ｏ
ｗ
分
類
、
体
重
減
少
率
、
摂
取

量
、
基
礎
疾
患
、
摂
食
機
能
な
ど
複
数

の
指
標
を
組
み
合
わ
せ
て
総
合
的
に
判

断
す
る
必
要
が
あ
る
。
当
院
で
も
こ
れ

ら
の
項
目
を
組
み
合
わ
せ
て
栄
養
評
価

小
児
に
と
っ
て
栄
養
は
、健
全
な
発
育
・
発
達
の
た
め
に
も
不
可
欠
だ
。

特
に
疾
患
の
あ
る
小
児
に
対
し
て
は
、症
状
や
年
齢
に
応
じ
た

栄
養
管
理
を
多
職
種
が
連
携
し
て
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

静
岡
県
立
こ
ど
も
病
院
の
八
木
佳
子
氏
に
、あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。

小児疾患の栄養管理
〜成長・発達を支える栄養アプローチ〜

静岡県立こども病院　栄養管理室
室長　八木佳子

総 論
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求
め
ら
れ
る
。

幼
児
期
は
離
乳
食
か
ら
幼
児
食
へ
の

移
行
の
時
期
で
あ
り
、
摂
食
機
能
獲
得

の
た
め
の
重
要
な
過
程
で
も
あ
る
。
咀

嚼
や
嚥
下
機
能
の
発
達
、
味
覚
形
成
、

食
習
慣
形
成
に
関
わ
る
た
め
、
摂
取
量

だ
け
で
は
な
く
発
達
段
階
に
応
じ
た
食

形
態
に
な
っ
て
い
る
か
を
評
価
す
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
偏
食
や
少
食
へ
の

対
応
、
発
達
障
害
や
摂
食
嚥
下
障
害
へ

の
配
慮
も
重
要
で
あ
る
。
特
に
発
達
特

性
を
有
す
る
児
で
は
、
食
べ
ら
れ
る
食

品
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
家
庭

と
連
携
し
な
が
ら
長
期
的
な
視
点
で
支

援
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

思
春
期
は
第
二
次
性
徴
に
伴
う
急
速

な
成
長
の
時
期
で
あ
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
た
ん
ぱ
く
質
需
要
が
増
加
す

る
。
一
方
で
、
や
せ
願
望
や
過
度
な
食

事
制
限
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
よ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
不
足
な
ど
新
た
な
課
題
も
生
じ

る
。
思
春
期
で
は
本
人
の
意
思
決
定
が

栄
養
状
態
に
大
き
く
影
響
す
る
た
め
、

保
護
者
だ
け
で
な
く
本
人
へ
の
支
援
も

重
要
と
な
る
。

必
要
量
の
算
定

小
児
の
必
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
基
礎

代
謝
量
、
身
体
活
動
量
お
よ
び
成
長
に

伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
蓄
積
量
を
考
慮
し
て

算
定
す
る（
表
）。
疾
患
児
で
は
病
態
に

よ
る
代
謝
変
化
や
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
成

長
の
必
要
性
を
踏
ま
え
、
個
別
に
設
定

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
た
ん
ぱ
く

質
は
成
長
や
組
織
合
成
に
不
可
欠
な
栄

養
素
で
あ
り
、
低
栄
養
時
に
は
２
〜
３

ｇ
／
㎏
／
日
程
度
を
目
標
と
す
る
こ
と

も
あ
る
。
し
か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足

の
状
態
で
は
、
た
ん
ぱ
く
質
は
組
織
合

成
で
は
な
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
利

用
さ
れ
る
た
め
、
十
分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

投
与
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
。
小
児
に
お
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
／
Ｎ

比（
非
た
ん
ぱ
く
カ
ロ
リ
ー
窒
素
比
：

窒
素
量（
ｇ
）＝
た
ん
ぱ
く
質
量（
ｇ
）÷

６
・
25
）は
、
病
態
や
年
齢
に
よ
っ
て

異
な
る
も
の
の
、
一
般
的
に
は
１
５
０

〜
２
０
０
を
目
安
と
す
る
。
必
要
量
は

あ
く
ま
で
推
定
値
で
あ
り
、
成
長
曲
線

や
体
重
増
加
速
度
を
確
認
し
な
が
ら
継

続
的
に
評
価
・
調
整
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

家
族
支
援
と

多
職
種
連
携
の
重
要
性

小
児
栄
養
管
理
で
は
、
支
援
対
象
は

患
児
だ
け
で
は
な
い
。
保
護
者
が
栄
養

管
理
の
主
体
で
あ
り
、
家
族
の
理
解
、

養
育
環
境
、
経
済
状
況
、
食
へ
の
価
値

観
な
ど
が
栄
養
状
態
に
大
き
く
影
響
す

る
。
そ
の
た
め「
指
導
す
る
」の
で
は
な

く「
家
族
と
一
緒
に
成
長
を
支
え
る
」と

い
う
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
。
特
に
摂
食

嚥
下
障
害
や
医
療
的
ケ
ア
を
要
す
る
児

の
支
援
で
は
医
師
、
看
護
師
、
管
理
栄

養
士
に
加
え
、
理
学
療
法
士
や
作
業
療

法
士
、
言
語
聴
覚
士
と
の
連
携
が
欠
か

せ
な
い
。
姿
勢
保
持
や
食
具
の
選
択
、

一
口
量
の
調
整
な
ど
多
角
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ
っ
て「
安
全
に
、
か
つ
楽

し
く
食
べ
る
」環
境
を
整
え
る
こ
と
が
、

児
と
家
族
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
に
つ
な
が
る
。

小
児
の
栄
養
管
理
で
は
医
療
機
関
の

み
で
完
結
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
地
域

を
含
め
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
が
重

要
で
あ
る
。
保
育
園
や
学
校
、
訪
問
看

護
、
行
政
機
関
な
ど
と
連
携
し
、
継
続

し
た
支
援
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

お
わ
り
に

子
ど
も
の
成
長
は
一
人
の
医
療
者
、

一
つ
の
施
設
だ
け
で
支
え
ら
れ
る
も
の

で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
児
の

食
や
栄
養
に
関
わ
る
管
理
栄
養
士
・
栄

養
士
が
情
報
を
共
有
し
、
連
携
し
な
が

ら
成
長
を
見
守
る
こ
と
が
、
小
児
栄
養

管
理
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
。

小児疾患の栄養管理
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表　栄養基準（エネルギー）算定表
基礎エネルギーと成長に伴う組織増加分のエネルギー

年齢

男性 女性
基礎代謝
基準値

（kcal/kg/体重 /日）

基礎
体重
（kg）

基礎
代謝量
（kcal/日）

体重
増加量
（kg/年）

組織増加分
エネルギー蓄積量
（kcal/日）

基礎代謝
基準値

（kcal/kg/体重 /日）

基礎
体重
（kg）

基礎
代謝量
（kcal/日）

体重
増加量
（kg/年）

組織増加分
エネルギー蓄積量
（kcal/日）

1～2 61 .0 11 .5 700 2 .1 20 59 .7 11 .0 660 2 .2 15
3～5 54 .8 16 .5 900 2 .1 10 52 .2 16 .1 840 2 .2 10
6～7 44 .3 22 .2 980 2 .6 15 41 .9 21 .9 920 2 .5 20
8～9 40 .8 28 .0 1140 3 .4 25 38 .3 27 .4 1050 3 .6 30

10～11 37 .4 35 .6 1330 4 .6 40 34 .8 36 .3 1260 4 .5 30
12～14 31 .0 49 .0 1520 4 .5 20 29 .6 47 .5 1410 3 .0 25
15～17 27 .0 59 .7 1610 2 .0 10 25 .3 51 .9 1310 0 .7 10

基礎代謝量（kcal/kg/日）×体重（kg）×活動指数×ストレス係数＋組織追加分エネルギー（kcal/日）＝ 必要エネルギー（kcal/日） 
出典：厚生労働省「日本人の食事摂取基準 2025年版」を元に静岡県立こども病院作成


